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1 は じ め に

岩手県のスカシユリの切り花生産は秋出しの抑制作型を

中心に産地が形成されているが,種苗費の軽減及びハウス

の効率的利用を目的として,据置きの季咲き作型と組み合

わせた三度切りを実施している例がある。しかし,抑制作

型の品種,栽培条件などにより季咲き作型の生産が不安定

になる場合も見受けられる。そのため,二度切り栽培 (抑

制作型+季咲き作型)の一貫した生産技術体系が求められ

ているので,品種ごとに,作型別球根サイズと品質の関係,

抑制作型収穫後の切り下球根の肥大方法や季咲き作型後の

球根の再利用法を検討した。

2試 験 方 法

0)試験年次 1991～ 1993年
12)試験場所 岩手県葛巻町元木 (標高540m)
0)供試品種 モントルーはか 5品種
14)試験 I 二度切り栽培の球根サイズ,切 り下茎長品
種別球根サイズ,切 り下茎長は表 1参照

圏 おI要]

1)定植期 :1991年 7月 25日 ,1992年 7月 23日 ,1993
年8月 7日

2)栽植様式 :床幅100m,通路80cm.条 間12m, 株
間12cl, 8条植え,3,704株/a
(1992～ '93年,エ ロージャイアント 条間,株間15cl,
2,222株/a)
3)施肥量 (kg/a):抑制作型 窒素 14, リン

酸 18, カリ 16
季咲き作型 窒素 07, リン酸 09,カ リ 08
4)栽培環境 :雨よけハウス ダイオネット遮光
6)試験Ⅱ 球根再利用法
球根養成期間 球根肥大処理

4カ 月養成   切り下茎長の長さ O IIn,20cl,
花蓄除去,放任

切り下茎長の長さ Om1年養成

[栽培概要]

1)定植期 :1992年 7月 25日 (1年養成),1993年 7月
22日 (4カ 月養成)

2)栽培様式 :試験 Iに準ずる。
3)施肥量 (kg/a):4カ月養成 窒素 07, リ

表 1 二度切り (抑制+季咲き)栽培の球根の大きさと切花品質 (1991～ '93)

抑 制 作 型          季 咲 き 作 型

品   種   球根サイズ  球 重  花薔数  切り下茎長  球 周  球 重  花雷数  評 価
(cm)   (g)   (花 )          (cm)   (g)   (花 )

モンテローザ

ェロージャイアント

モントルー

グランパラデイソ

ポリアナ

5-7         8810‐ 12

12-14
10‐ 12

16-18
14～ 16

12-14

10～ 12

12-14
12^ウ 14

12～ 14

12-14

12-14
14-16

180

305
250

745
52 5

310

165
278

370
340

300
430

154
135
107

11 0

89
12 8

100
118

118
■ 9

100

150
180

480
310
210

180
108
360

210
300

290
230

25 ○

　

◎

◎

　

◎

◎

◎

44      5-7       94
55       5～ 7       97

5-7
5～ 7

8

5～ 7

0

3

66     ×
販売可能率低い

78    ◎

56         5-7
50      7

83       5～ 7
74         16

◎

◎

◎

　

”
◎

○

と 評価 :三度切りの評価

―-321-―



東 北 農 業 研 究 第 47号  (1994)

ン酸 09, カリ 08
1年養成 窒素 14+07, リン酸 18+09,カ リ 16
+08,堆llE 200kg
4)栽培環境 :露地,遮光なし

3 試験結果及び考察

(D 二度切り栽培の球根サイえ 切り下茎長

抑制作型の成立する球根サイズは花雷数からみて,「 モ

ンテローザJ,「エロージャイァントJでは10～ 12om,「 モ
ントルーJ,「グランパラディソJ,「ポリアナ」,「 ローマJ

では12～ 14cmであった。また,抑制作型が成立した株を収

穫時に切り下茎長で 5～ 7 col程度残すことにより,季咲き
作型に必要な球根サイズが確保され,切 り花品質も良好と
なった。季咲き作型の成立する球根サイズは,「モンテロー

ザ」,「エロージャイアントJでは8～ 10cm,「モントルーJ,

「ポリアナJ,「ローマ」では10～ 12colであった。「グランパ

ラディツJを供試した場合でも,切り下茎長を残さないと,

季咲き作型の球根サイズは8～ 10clに留まり,販売可能率
が低くなったのに対して,切 り下茎長を3111程度残すこと

で季咲き作型の品質は良好となった。また,抑制作型の成
立しない10～ 12clnの 球根サイズでも,切り下茎長を 5～ 7
cl程度残すことにより季咲き作型の品質は良好であった

(表 1)。

(2)球根再利用のための養成期間,球根肥大法
季咲き作型収穫後の7月 22日 に露地に植えかえ定植し,

4カ 月程度養成することで,季咲き作型に利用できる切り

下球根が得られた。その場合,季咲き収穫時に切り下茎長
を20cln程度残すことで球の肥大が向上した (表 2)。

また,季咲き作型収穫後の7月 25日 に植えかえ定植し,
切り下茎長を残さないで収穫しても1年間養成することに

より,季咲き作型のはか,「モンテローザJ,「エロージャ
イアント」では抑制作型に利用可能なサイズの球根が得ら

れた (表 3)。

季咲き  球 周  球 重   抑 制  季咲き

″        20cm       l1 6       % ()          97       154 ○

○花薔除去        126   30     0    o 93      129
88       11 8105      20放任

注 1993年 7月 22日 に植えかえ定植→1998年 11月 18日調査

表3 季咲き後における切り下球根の露地 1年間養成後の球の肥大

(cm)   (葉)   (cm)  (花 )    (cm)  (g)
モンテローザ      1021   95   07   50    130   32    0   0
ェロージャイアント

モントルー

508      42
614      71

12 7       34

2 1        122      25
06
07

18 ○    ○
○

グランパラディツ      794    65    08    35     115    27            0
注 1992年 7月 25日植えかえ定植→199鉾田月7日球根の大きさ調査
放任栽培

収穫すると,切 り下球の肥大が良好となり,上記の季咲き

作型の球根サイズを確保できる。
4ま と め

(1)抑制作型が成り立つ球根サイズは,「モンテローザ■   0)季 咲き後の切り下球を露地圃場に植えかえ定植して
「エロージャイァント」では10～12¨,季咲き作型では8  4カ 月養成することにより,再度季咲き栽培に利用できる
～10cmであった。                     球根が得られる。その場合切り下茎長20cIで球肥大が向上

同様に「モントルー」,「 グランパラディソ」,「ポリアナJ,  する。また, 1年間の養成で抑制作型にも利用できるサイ
「ローマJでは, それぞれ12～ 14側,10～ 12mと なった。   ズの球根が得られる。
9)抑制作型において切り下室長を 5～ 7m程度残して
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